
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月定例会・個人質問と答弁 

インフォメーション 

～食品ロスを減らそう！！～

★意見・要望★ 

小学校給食では年間約２４０トンの食べ残しが発生しており、中学校給食を全員給食にした場合、  

約１２０～１５０トンの食べ残しの発生が想定される。教育委員会が一定程度と言う給食の    

食べ残しの量が如何に多いか、食品ロスの観点から、もっと問題意識を持つべき！！ 

～誰一人取り残さない仕組みを！！～

★要望★ 

学校現場や福祉、介護、医療等の関係機関の職員の方々の気づきの感度を高めるため、また、適切に

見極める力や判断力を高めるための研修を、積極的に実施して欲しい。 

1 日 建設環境常任委員会決算審査勉強会  

2 日 熊野田小学校 PTA 活動 

    上野連合自治会役員会 

5 日 全国若手市議会議員の会研修会 

6 日 全国若手市議会議員の会研修会 

9 日 熊野田小学校 PTA 活動 

11 日 市民福祉常任委員会 傍聴 ※ 

12 日 建設環境常任委員会（神原在籍） ※ 

14 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

16 日 地域子ども会再生資源ごみ回収活動 

19 日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

24 日 上野連合自治会全体会 

25 日 熊野田小学校 PTA 運営委員会 

26 日 監査委員協議会 ※ 

29 日 監査委員 定期監査 ※ 
 

2 日 豊中あぐり・あぐり農園視察 

4 日 議会報編集委員会 ※ 

6 日 上野連合自治会役員会 

7 日 ドキュメンタリー映画「記憶」上映会・座談会 

11 日 人権教育をすすめる市民の集い 

13 日 ギタスナフェスタ 2021 

15 日 豊中市私立幼稚園連合会・PTA 連合会茶話会 

16 日 関西若手議員の会研修会 

21 日 上野校区防災訓練・まちごと暮らすスクール 

22 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

25 日 監査委員協議会 ※ 

27 日 市民環境展 

29 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

     １２月定例会 本会議 ※ 

30 日 定期監査・現地監査 ※ 
 

2 日 建設環境常任委員会（神原在籍） ※ 

3 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

4 日 上野連合自治会役員会 

6 日 市民福祉常任委員会 傍聴 ※ 

8 日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

10 日 大阪府都市競艇企業団視察 ※ 

12 日 キッズベースボールフェスタ 2021 

20 日 １２月定例会 本会議（神原個人質問） ※ 

21 日 １２月定例会 本会議 ※ 

22 日 １２月定例会 本会議 ※ 

23 日 監査委員協議会 ※ 

 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

神原宏一郎の活動報告 2021 年 10 月 1 日～12 月 31 日（抜粋）※印は公務 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 
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（前向きサロン） 

会場内でのマスク着用、出入り口にて

手指消毒へのご理解・ご協力をお願い 

いたします 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神原宏一郎の個人質問の全容はホームページをご覧ください。 

http://positive-square.sakura.ne.jp/ 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

～食品ロスを減らそう！！～ 

★意見★ 

私は中学校給食の全員給食を否定している訳では決してありません。給食での食べ残し、     

食品ロスの問題について、学校、教育委員会、保護者、児童生徒みんながもっと深刻に捉え、    

効果の出る対策を講じて、改善して欲しいだけなのです。そのためには、具体的な削減目標や目標

年次を定めるべきです。目標を持たなければ、計画を立てられず、成果を挙げることは出来ません。

目標を設定した上で、学校と保護者が、日々の子どもたちの喫食状況の情報共有できる仕組みを  

構築すると共に、保護者の方々にも全員給食を実施する第一義的な目的は、「適切な栄養の摂取に  

よる生徒の心身の発達」であることをしっかりとご理解頂けるように、家庭への周知、啓発、    

協力要請を積極的に行うべき！！ 

大阪市は、数年かけて中学校給食のデリバリー方式を親子方式と自校調理方式を合わせた学校調理

方式に移行し、食べ残しの削減に繋がっているようです。また、デジタル媒体を活用し、      

食べ残しの状況をカラーで伝えることで、より食べ残しに対するイメージがしやすくなる工夫を 

している自治体もあります。様々な媒体、技術、システムを駆使し、知恵や工夫を凝らして、    

学校給食における食べ残しの削減に努めるべき！！ 
 

～誰一人取り残さない仕組みを！！～ 

★意見・要望★ 

NPO 法人等に委託して、子どもの養育に不安や悩みを抱えた家庭等に対し、保護者への助言指導や   

カウンセリングの実施や、家事・育児に対して不安や負担を抱えている方やヤングケアラー等に  

対して、不安や悩みを傾聴する相談支援や家事・育児支援の実施、家庭や学校に居場所がない学齢期   

以降の子どもに対し、居場所の提供や学習や食事の支援の実施に対しても、国や府の補助事業が  

あります。NPO 法人等の育成や活動支援にも繋がりますし、課題のある方や家庭に対する支援の   

手法や担い手の数はあればあるほど、救われる方が増えると思います。誰一人取り残すことなく支援

するという強い気持ちで、国や府の補助金も積極的に活用しながら、事業を展開、拡大して欲しい。


